鳥取地区事業場過半数代表者が全教職員に宛てたメール

鳥取大学教職員各位

（鳥取地区事業場のみならず他の事業場へも配信しております）

本日、「非常勤職員の給与規定の全部改訂」の説明が開催され過半数代表の意見を求められました。

資料は組合ホームページ<http://toridaikyouso.fromc.jp/>の右下の「鳥取大学鳥取事業場　職場代表委員会」をクリックして下さい。

記事番号、タイトルの次の(記事番号.pdf)をクリックすると記事が出ます。

記事が[67]から[72]と大部なので、要点のみを説明します。

重要なのは記事[67]の12ページ目の横長の「非常勤職員制度の見直し及び雇用事務の改善について(骨子)」です。

ここに今回の給与改訂が載っていますのでこのページを拡大してご覧下さい。

左上にボックスに囲まれた「●現状の問題点」があります。そのすぐ右のボックスに「●改善方針」があります。これらの下に「●新たな非常勤職員(有期契約職員)制度の概要について」があります。これがすべてです。その右に、現在の非常勤職員には今回

の改訂が適用されないと書いてあります。

新規採用の非常勤職員については、今までのように年齢・経験年数等によって日給・時給が異なっていましたが、これを・フルタイム職員(週40時間勤務の日給該当者)、

・パートタイム職員（週20時間以上39時間以下の時給該当者）、

・アルバイト職員（週19時間以下の時給該当者）

の3つに分け、その中では同一賃金とするものです。

フルタイム職員は、退職手当が無くなる代わりに手当分/244(年間勤務日数）を日給に加算します。退職金が毎日の給与に変わります。

本年４月以後採用のフルタイム職員の業績手当は、廃止になります。

次に13ページ目の右上に「資料1　A4判」とある資料をご覧下さい

日々雇用職員の3月31日の雇用中断日を廃止することとなりました。

具体的な金額は引き続く２枚にあります。

まとめると

①非常勤職員を３つに区分しその給与を区分で同一にしたこと。

　これによって、年齢、経験年数等による区分内の格差は消失した。

　この結果、ほとんどの非常勤職員は給与が上がる。下がる場合は現給を保証する。

　これには、非常勤職員の仕事は能力格差を生ずるような仕事ではない　という考えが根底にあり、能力格差の生ずる業務は常勤職員へ、です。

②退職手当は無くすが、それを日給に回す。

　退職金を貰わない日給該当非常勤職員の場合は給与が上がる。

③業績手当は上の①で述べた理由から新規採用者から支給しない。

④日々雇用職員の雇用中断日(３月３１日)を廃止する。

くらいでしょうか。米子地区では一部超過勤務を認めるようになりました。

要は、「資料１　A4判」の本文１行目下線を引いた部分にあるように、

『常勤職員との給与格差は現在よりも大きくなるため、非常勤職員の職　務内容や責任の重さが、常勤職員と同等にならないよう適性に管理す　ることが重要である。』で、これは「雇用形態は変わろうとも同一業務については同一賃金」という世界的風潮に従って、賃金格差が作るからには、仕事はまったく別を強調したものとなっています。

精神はこのようであっても、非常勤職員に仕事を頼む常勤職員は、常勤職員に対するように対応する可能性が高いので、非常勤職員に仕事を依頼また指示する常勤職員に対する研修が急務であると思われます。

過半数代表の意見は２月５日までと要請がありました。質問・意見はこのメールの返信でお願いします。特に当事者の非常勤職員の方々にお願い致します。個人情報保護の時代でもあり、秘密保持は厳守します。

奥山　　　H19.1.29

上2枚のメールに対する当局の意見

メールに対する意見（人事企画課、人事管理課）
新規採用の非常勤職員については、今までのように年齢・経験年数等によって日給・時給が異なっていましたが、これを

・フルタイム職員(週40時間勤務の日給該当者)、

・パートタイム職員（週20時間以上3930時間以下の時給該当者）、

・アルバイト職員（週19時間以下の時給該当者）

の3つに分け、その中では同一賃金とするものです。

本年４月以後採用のフルタイム職員の業績手当及び退職手当は、廃止になります。

ただし、従来退職手当が支給されていた非常勤職員からフルタイム職員となった者については、フルタイム職員は、退職手当が無くなる代わりに手当分/244(年間勤務日数）を日給に加算します。退職金が毎日の給与に変わります。

本年４月以後採用のフルタイム職員の業績手当は、廃止になります。

次に13ページ目の右上に「資料1　A4判」とある資料をご覧下さい

日々雇用職員の3月31日の雇用中断日を廃止することとなりました。

具体的な金額は引き続く２枚にあります。

まとめると

①非常勤職員を３つに区分しその給与を区分で同一にしたこと。

　これによって、年齢、経験年数等による区分内の格差は消失した。

　この結果、ほとんどの非常勤職員は給与が上がる場合は上げた額を、下がる場合は現給を保証する。

　これには、非常勤職員の仕事は能力格差を生ずるような仕事ではない　という考えが根底にあり、能力格差の生ずる業務は常勤職員へ、です。

②退職手当は無くすが、今まで退職手当が支給されていた者には退職手当相当額をそれを日給に回す加算する。

　退職金を貰わない日給該当非常勤職員の場合は給与が上がる。

③業績手当は上の①で述べた理由から新規採用者から支給しない。

④日々雇用職員の雇用中断日(３月３１日)を廃止する。このため、２０年６月期の期末手当については、中断１日分に係る期間率の減はかからないので、手当額が増額となる。

くらいでしょうか。米子地区では一部超過勤務を認めるようになりました。
